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資格の大原 
 

2025 年 3月 11 日（火）17 時現在 
 

 

 第 36回（2025 年３月検定）  

建設業経理士１級財務分析 解答速報 
 

 模範解答および採点基準は、学校法人大原学園が独自の見解で作成しており、試験機関による本試験の結果等につい

て保証するものではありません。また、予告なしに内容を変更する場合があります。模範解答等の著作権は学校法人大

原学園に帰属します。 
 
 

〔第１問〕（20点） 

  問１（10点） 

          10         20    25 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

10 

地域別分析とは、大都市圏と雪寒地域、その他の地域を

区別するなど、地域差を考慮して行う分析のことであ

る。これは、建設工事のほとんどは屋外の工事であり、

採算が天候等の自然条件に左右されることが多いため

重要である。また、規模別分析とは、企業の規模の多様

性を考慮して行う分析のことである。建設業を支える企

業の規模は、他産業に類をみないほどに多様である。た

だし、企業規模を何に求めるかについては、必ずしも統

一的な見解にまとまっておらず、総資本や完成工事高等

による区分が採用されている。 

 

  問２（10点） 

          10         20    25 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

10 

業種別分析とは、企業が属する業種ごとの特性や多様性

を考慮して行う分析のことである。一般の総合建設会社

は、工事ごとに数多くの専門の工事業者である下請け業

者に発注する。そのため、工事の完成は下請・協力業者

に依存することが多い。また、業種によって、総資本額

や完成工事高、外注費などに著しい差異があり、利益率

や回転率、外注依存率に相当の開きが認められている。

そのため、個々の企業の業種を見極め、その同一業種の

統計値と比較して分析することが重要である。 
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〔第２問〕（15点）1～4は各 2点、5～11 は各 1点  
 

記号（ア～へ）        

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11  

ハ キ カ ウ ノ ク ア コ フ オ ヘ  

 

 

 

〔第３問〕（20点）各 4点×5ヵ所  

 

(Ａ) 44,000 百万円 （百万円未満を切り捨て） 

 

 (Ｂ) 26,000 百万円 （ 同 上 ） 

 

 (Ｃ)  89,600 百万円 （ 同 上 ） 

 

 (Ｄ)  6,002 百万円 （ 同 上 ） 

 

  棚卸資産回転率  4.25 回 （小数点第 3 位を四捨五入し、第 2位まで記入） 

 

 

 

〔第４問〕（15点）各 3点×5ヵ所  

 

問１  1,022 円 （円未満を切り捨て） 

 

問２  158,800 円 （ 同 上 ） 

 

問３  18,900,000 円 （ 同 上 ） 

 

問４  106.67 ％ （小数点第 3 位を四捨五入し、第 2位まで記入） 

 

問５  22,812,000 円 （円未満を切り捨て） 
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〔第５問〕（30点） 

    問１（20点）各 2点×10ヵ所 

 

Ａ 自己資本事業利益率 10.60 ％ (小数点第 3 位を四捨五入し、第 2 位まで記入) 

 

Ｂ 有利子負債月商倍率 4.79 月 (  同  上  ) 

 

Ｃ 完成工事高キャッシュ・フロー率 2.29 ％ (  同  上  ) 

 

Ｄ 付加価値率 17.34 ％ (  同  上  ) 

 

Ｅ 設備投資効率 41.20 ％ (  同  上  ) 

 

Ｆ 資本集約度 62,634 千円 (千円未満を切り捨て) 

 

Ｇ 受取勘定回転率 1.94 回 (小数点第 3 位を四捨五入し、第 2 位まで記入) 

 

Ｈ 完成工事高増減率 18.21 ％ (  同  上  ) 記号 (ＡまたはＢ) Ａ 

 

Ｉ 金利負担能力 23.29 倍 (  同  上  ) 

 

Ｊ 配当性向 28.61 ％ (  同  上  ) 

 

 

    問２（10点）各 1点×10ヵ所 

記号（ア～ヘ） 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10   

キ サ エ オ ア シ ウ フ ト カ   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


